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1.は じめ に

近年、家畜飼養における悪臭の問題 が多発 し、

特に養豚、養鶏の現場での臭気の対策が急がれて

いる。 この問題 は、昭和30年 代 までは個人 によ

る小頭数の飼育から、企業による多頭数による飼

育 と移行 したことや、住宅の開発に伴 う飼育現場

と住居の距離が狭まったことにも起因 している。

従来であれぼ、住宅地からかなり離れた場所での

飼育がお こなわれていたが、現在では飼育場から

半径50m以 内に住居があるような現場 も多 々見

られる。

飼育場からの悪臭の原因としては、①糞尿臭、

②家畜臭、③堆肥臭、④尿処理臭、⑤飼料臭など

が、主な原因であ り、大規模な家畜飼育場では、

近年ウイ ンドレスといって、窓を開閉しない方法

によ り、飼育舎内の悪臭を外に出さない方法がと

られている。

今回、調査を行 った有限会社 相模原畜産(茨

城県鉾田市田崎3517-2)で は、飼育場から50m以

内に民家が点在 しているが、これまで1度 も悪臭

での苦情のない方法で行っている。その方法 は、

紅色非硫黄細菌(紅 色光合成細菌)を 用いた悪臭

の発生を抑制する方法である。

光合成細菌(phototrophicbacteria)と は、広

義には光合成を行 う真正細菌の総称であり、たと

えば、紅色細菌や紅色非硫黄細菌な どである。光

合成細菌が小林1)、北村2)および永井3)、佐々木4)

らの研究により、その多面的な機能が注 目され始

めて、すでに50年 以上が経過 している。光合成

細菌の働きは実 に多彩で農業、畜産、環境、水

産、さらに医薬分野への応用が可能で、現在問題

となっている食糧生産、エネルギー生産、環境問

題などの解決に大き く貢献できる微生物のひとつ

として期待 されている。

代表的な利用例をあげると、①菌体成分の利

用、②抗 コレステロール機能食 品の原料、③家

畜 ・魚類の栄養補給、④医薬 ・動物薬、⑤抗ウイ

ルス活性賦活剤、⑥農作物 の品質向上、⑦5一ア

ミノレブリン酸 コエンザイムQlo、 ⑧代謝機能

の利用、⑨植物根圏環境の改善、⑩高濃度有機廃

水処理システム、⑪養殖場の環境浄化、⑫水素ガ

ス、バイオフィルムの生産、⑬バイオセンサーへ

の応用などである。

2.相 模原畜産 における光合成細菌を利用 し

た悪臭の除去法について

①糞尿処理のシステムについて:本 養豚場では

ウイ ンドレス方式を行っており、母豚250頭 から

6000頭 の豚を出荷 している。約25t/日 の糞尿が

排出されている。糞尿処理のシステムは、写真1

の各豚舎か ら、毎日原尿を光合成細菌で処理 した

水 で豚舎内を洗浄 し、その後写真2の 固液分離機

(ベンチプレス方式)に 搬入 され、そこで糞 と尿

に分け られる。分 けられた糞は写真3の 副資材

(おが粉、 もみ殻お よびコー ヒーかす)と1:1

にまぜ、写真4の 堆肥舎に積み上げ、撹拝機で切

り返 しが行われ堆肥化されている。生産された堆

肥 は近隣畑作農家で利用されている。

写真1豚 舎内の様子と糞尿を落とすためのスノコ
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写真2固 液分離機 写真5撹 搾機

写真3副 資材 写真6原 尿槽1

写真4堆 肥舎 写真7原 尿槽2(光 合成細菌槽)

一方、固液分離された原尿 は、写真6の 原尿槽

1に 送 られ、一定期間曝気 された原尿は、写真7

の原尿槽2に 送 られ、 まず中央の無曝気槽(紅 色

の部分)へ 、移動されたのち、 自然に外側の曝気

槽に溢れたものを、一定期間曝気 したのち糞尿処

理水として再利用 している。

3.本 シス テム による臭気 レベルについて

堆肥場および原尿槽における臭気はほ とんどな

く、光合成細菌による臭気の分解が行われている

もの と思われた。光合成細菌にはアンモニア、低

級脂肪酸な どの悪臭成分を資化し無臭にする効果

がある鋤 ことが知 られてお り、 この作用を利用

した、糞尿処理 システムで、光合成細菌を上手に

繁殖させ、豚舎 内、堆肥場および原尿槽か ら発生
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するすべての悪臭を取 り除いていた。

4.ま とめ

紹介頂き、現地へご案内いただきました光合成菌

研究会の鈴木昌秀様、ならびに株式会社 バイオ

ブレー ンの玉田知子様に感謝の意を表 します。

相模原畜産における糞尿処理システムは、光合

成細菌の有効利用により、驚 くほどの悪臭が分解

されていた。また、母豚および飼育豚の肉質の向

上や病気に対する抵抗性 も向上 していた。すなわ

ち、光合成細菌によ りアンモニア、低級脂肪酸は

分解され、悪臭の軽減効果、いわゆる家畜へのス

トレスの軽減や病原菌や腐敗菌の減少 と菌相の安

定化な どの相乗効果により、子豚の死亡率の低下

や増体重率の向上にも影響を及ぼしていた。近年

では、この光合成細菌を利用 した、サルモネラ菌

の増殖抑制効果も認め られ、プロバイオティクス

としての作用があることも明 らかになっているこ

とから、家畜の病原菌をも減少する効果があるも

のと推察された。

このような、微生物を用いるときは、微生物の

増殖しやすい環境を整えることが最も重要だと考

える。すなわち、微生物のエサ、温度、酸素濃度

が目的 とする微生物に適 しているか否かが最も重

要である。相模原畜産では、農場長の松嶋氏が独

自の光合成細菌培養システムを考案され、長年に

わたる経験を生かした養豚場からの悪臭の発生防

止 とい う難題を解決されている。場所 が変わる

と、気温 も微生物相も変わるので、その土地に合

うノウハウが必要であるが、光合成細菌の働きは

大き く違わないので、全国各地で問題になってい

る養豚場や養鶏場の悪臭を軽減できるのではない

かと考える。

最後に、畜舎内の環境を整えることで病気の発

生率の軽減、増体重率の向上や肉質の向上につな

がるとい う利点が多いのみならず、地域住民の方

への悪臭被害も無 くなることから、光合成細菌を

利用した悪臭の低減法は、家畜飼育場における有

効な1手 段ではないか と考 える。
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